
 

 

 

 　

 

 

 

 

 

　保護者の皆様におかれましては、お子様のご進級・ご入学、誠におめでとうございます。 

　さて、春の息吹を感じる中で、６日の始業式と７日の入学式を終え、新年度がスタートしました。

今年度は新１年生62名を迎え、全校児童435名、教職員49名です。教職員が一丸となって、お子様の

思いや願いに寄り添いながら、一人一人を大切にした教育活動を推進してまいります。 

　令和５年度も保護者の皆様のご理解・ご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 　　
　【校長式辞】

 
　２年生から６年生の皆さん、進級おめでとうございます。今日から、新しい学年での学校生
活が始まります。前期始業式にあたり、皆さんに頑張ってほしいことを３つお話しします。 

　１つ目は、「健康で安全な生活をする」ということです。そのためには、病気にならないこ

と、けがをしないこと、事故に遭わないことなど、大切なことはたくさんあります。特に、小

学生は、授業や休み時間のけがと交通事故に注意してください。 

　２つ目は、「友達を大切にして、笑顔で過ごす」ということです。 

　友達にはやさしく、親切にしてください。何か困っている人がいたら、声をかけたり、助け

てあげたりしましょう。東石川小学校は、「いじめゼロ」「人に対して暴力は絶対にしない」

という学校にしていきたいと思います。お互いを思いやり、心を一つにして、笑顔で過ごせる

学級や学校にしていきましょう。 

　３つ目は、「目標や夢に向かって粘り強く頑張る」ということです。 

　新しい学年のスタートですので、皆さんも今年の目標を考えていると思います。その目標が

かなうように、毎日の生活で粘り強く頑張ってください。 

　３つのことを考えて１年を過ごしてください。皆さんの活躍や成長を楽しみにしています。

【新学年の抱負】 　 「６年生でがんばりたい事」　６年代表児童 
　私は、６年生になってがんばりたい事が三つあります。 
　一つ目は、算数です。算数は一つの問題で何度も計算するので、とちゅうでまちがえてしまう
ことがあったり、また、文章をよく読まないと合わないことがあって大変です。そのため、学校
でやったその日にがんばっていきたいです。 
　二つ目は、金管バンドです。私は金管バンド部の部員です。新年度になったので新しい曲に挑
戦しています。下級生に負けないように音がきれいに出せるようになったりリズムよく演奏した
りできるようにしたいです。私は５年生の時に、どんな工夫をすれば聞く人が「きれいだな」と
思ってもらえるかをたくさん考えたので、少しずつ上手になってきたと思います。小学校最後な
ので、「楽しくみんなと音を合わせて演奏できるといいな」と思っています。 
　三つ目は、友達関係です。友達とけんかしたり仲良かったりと色々あるのでとても大変です。
ずっと仲が良いまま毎日過ごしたいです。しかし、時には思いがうまく伝わらなくていやな思い
がいっぱいになってしまうことがあります。相手の気持ちを考えて、自分の思いを伝えられるよ
うにやさしい言葉を使っていきたいです。 
　このように三つのことをがんばって、人とのふれあいを大事にしていきたいです。小学校最後
の学年として目標をつくり、自分がどのくらい成長したのかを考えながら生活できるようにした
いです。そして、中学校でも辛いことや楽しいことなどがあるかもしれませんが、小学校の経験
を少しずつ中学校生活に生かしていきたいです。
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 全校児童数　435名

令和５年度がスタートしました

 ４／６（木）前 期 始 業 式　
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  ４／７（金）　 第83回入学式 
　今年も62名のかわいい新入生が入学しました。前日に
４年生から６年生の児童と全教職員で心を込めて準備し
た会場で温かく迎えることができました。新入生は、大
きな体育館の入学式に緊張した様子も見られましたが、
呼名では元気よく返事をし、校長先生の話もしっかり聞
くことができました。また、その様子を保護者の皆様が
感慨深く見守られていました。 
　校長式辞では、新入生に頑張ってほしいこととして、
「元気にあいさつをする」「友達と仲良くする」「安全に
気をつける」の３つを話しました。今日から６年間、笑
顔いっぱいの小学校生活を送ってほしいと願っています。

 まちづくりパトロールの活動 
 
　入学式の日の下校の時間に、地域
の方々に正門と西門（オレンジロー
ド）で見守り活動を行っていただき

 ました。
　子どもたちにとって、健康・安全
は最優先に考えなければならないこ
とです。「自分の命は自分で守る」
ことができるようになるよう、繰り

 返し安全指導を行ってまいります。

  　　　　　 
 

                    
 
 
 


